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(57【 要約 】 

本 発明 は 、 弾 薬 ( 1 8 ) の ベル ト ( 5 ) 用 の フィ ー ド 
チャ ネル と 、 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 用 の カバ ー( 2 ) と 
を 備え 、 前 記 カ バー の 閉 動 作 に より 弾薬 ( 1 8 ) の ベル 
ト ( 5 ) の 長手 方 向 位置 が フィ ー ド チャ ネル 内 で 調整 さ 
れる 、 機 関 銃 ( 1 ) に 関す る 。 
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( 特許 請求 の 範囲 】 

( 請求 項 1 】 
弾薬 アイ テム ( 1 8 ) の ベル ト ( 5 ) 用 の フィ ー ド チャ ネル と 、 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 

H の カバ ー( 2) と を 備え 、 前 記 カ バー(2 ) の 閉 動 作 に より 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 内 の 

前 記 弾 薬 ア イ テ ム ( 1 8 ) の ベル ト ( 5 ) の 長手 方 向 位置 の 調整 が 引き 起こ され る 、 機 関 

銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 2 】 

前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 内 の 前 記 ベ ルト (5 ) の 長手 方 向 位置 の 調整 が 、 前 記 カ バー( 2 
) の 閉 動作 中 、 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 内 の 前 記 ベ ルト (5 ) を 押す こと を 可能 に し 、 和 後続 
の 発射 サイ クル 中 に 前 記 ベ ルト (5 ) の 通過 を 可能 に する 逆 止 ラチ ェ ッ ト ( 1 2 ) を 介し 
て 得 ら れる 、 PRB] に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 3 】 

前 記 逆 止 ラ チェ ッ ト ( 12 ) が 前 記 カ バー(2 ) に 組み 込ま れ 、 前 記 カ バー(2 ) OFF 
動作 が 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル に 平行 な 成分 を 含み 、 そ れ に より 第 1 の 弾薬 アイ テム (18 
) の 正確 な 調整 を 可能 に する 、 請 求 項 2 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 4 】 

前 記 カ バー( 2 ) の 閉 動 作 に 平行 な 前 記 成 分 が 、 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル の 平面 に 対し て 
割線 で ある 前 記 カ バー( 2) OF BH 4) に よっ て 得 ら れる 、 請 求 項 3 に 記載 の 機関 銃 
CLEN 
( 請求 項 5 】 

前 記 フ ィ ー ド チャ ネル 及び その カバ ー(2 ) が 、 横 方 向 に 配置 され 、 垂直 に 対し て 外向 
き に 傾け られ 、 前 記 カ バー(2 ) の 前 記 回 転 軸 ( 4 ) は 本 質 的 に 垂直 で ある 、 請 求 項 1 ~ 
4 の いずれ か 一 項 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 6 】 

その 上 面 に 、 固 定 ア クセ サリ 組み 付け イン ター フェ ー ス を 備え 、 こ の イン ター フェ ー ス 
は 、 好 まし く は ピカ ティ ニー タイ プ の レー ル ( 2 1 ) を 含む お こと が で きる 、 請求 項 1 ~5 
の いずれ か 一 項 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 7 】 

前 記 カ バー( 2 ) が 閉じ られ る と 前 記 ベ ルト ( 5 ) を その 装填 位置 に 押す よう に 前 記 フ 
レー ム 又 は 前 記 カ バー(2 ) に 組み 込ま れ た 、 前 記 逆 止 ラ チェ ッ ト を 作動 させ る 接続 ロッ 
ド の シス テム を 備え る 、 請求 項 2 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 
請求 項 8 】 

前 記 フ ィ ー ド チャ ネル の 相補 的 な 内 面 の 可動 部 分 (103) を 作動 する 前 記 カ バー( 1 
0 7 ) 又は 前 記 フ レー ム の 内 面 の 突出 傾斜 面 (1 06) を 備え 、 前 記 可 動 部 分 (1 03) 
は 前 記 ベ ルト ( 5 ) の 動き に 平行 な 動き を 有 し 、 前 記 カ バー の 閉 動 作 中 に 前 記 ベ ルト (5 
) の 位置 を 調整 する こと を 可能 に する 、 請 求 項 2 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

( 請求 項 9 】 

前 記 ベ ルト (5 ) の 最後 の 2 つの リン ク を 排出 する た め の 機 構 を 備え る 弾薬 ベル ト ( 5 
) に よる フィ ー ド 機構 を 備え る 、 請 求 項 1 て 8 の いずれ か 一 項 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 
【 請求 項 1 0 】 

弾薬 ベル ト ( 5 ) OF MMM 3) と 、 使 用 中 に 前 記 弾 薬 (1 8 ) ベル ト (5 ) を 案内 
する 側面 ( 8 、2 3 ) と 、 前 記 側面 (8 、2 3 ) の 上 緑 に 位置 付け られ た 前 記 ベ ルト (5 
) 用 の 1 つ 又 は 複数 の 保持 面 ( 2 5 、2 9 ) と を 備え 、 前 記 保持 面 ( 2 5 、2 9 ) は 前 記 
指 動 面 ( 3 ) に 面 し 、 前 記 保 持 面 (2 9 、2 5 ) は 前 記 弾 薬 (18) ベル ト (5 ) の 導入 
を 可能 に する よう に 開か れ て いる 、 請 求 項 1 て 9 の いずれ か 一 項 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 
【 請求 項 1 1 】 

本 質 的 に 管状 の 形状 を 有する フレ ー ム 本 体 (22 ) を 備え る 、 請 求 項 1 て 10 の いずれ 
か 一 項 に 記載 の 機関 銃 ( 1 ) 。 

[ 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
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【0001】 

本 発明 は 、 機 関 銃 、 そ の よう な 機関 銃 の フィ ー ド シス テム 、 及 び フ レー ム に 関す る 。 

【 背景 技術 】 
【0002】 

武器 の 人 間 工 学 は 、 武 器 の 重量 及び 大 き さ か ら 発 射 操作 及び 取り 扱い 条件 に 及ぶ 一 定数 
の 基準 を まとめ る 限り 、 か な り 特 別 な 概念 で ある 。 よ り 良 い 人 間 工 学 を 備え た 武器 は 、 ユ 
ー ザ が 自分 の ユニ ッ ト 内 で 自分 の 役割 を より よく 果たす こと を 可能 に する 武器 で ある と 一 
般 に 受け 入れ られ て いる 。 武器 の 人 間 工 学 の 改善 は 、 現 場 で 様々 な 形 で 反映 され 得る 。 そ 
れ は 、 ユ ー ザ の 機動 性 の 向上 、 現 場 で の 武器 の 可用性 の 向上 、 武 器 の 使い や すさ 等 に つ な 
NU 得る 。 

[0003] 

機関 銃 は 、 マ ガ ジ ン か ら フ ィ ー ド され る 銃器 (ライ フル 又は ピス トル ) LERU, H 
薬 ベ ルト を 引く こと が で きる 銃器 で ある と 理解 され て いる 。 弾薬 ベル ト は 、 リ ンク に よっ 
て 互い に 連結 され た 一 連 の 薬 薄 か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 リ ンク は 、 薬 薄 が そこ か ら 引 き 
出さ れる と 、 互 い に 切 り 離 され る 。 

[0004] 

機関 銃 の フレ ー ム は 武器 の 中 心 部 分 で あり 、 主 要 な 構造 要素 と し て だ け で な く 、 武 器 の 
動作 サイ クル を 実行 する 全て の 追加 部 品 又 は 組み 付け 部 品 の 位置 決め の た め の 基 準 ベ ー ス 
部 と し て も 機能 する 。 

【0005】 

ほとん どの 機関 続 で は 、 ベ ルト フィ ー ド に 関連 する 機能 は 武器 の 上 部 に 存在 する 。 弾薬 
ベル ト は 、 フ ィ ー ド カバ ー の 様々 な 要素 で 保持 され る 前 に 、 フ ィ ー ド チャ ネル に 手動 で 配 
置 さ れる 。 こ の 構成 の 主 な 利点 は 、 フ ィ ー ド チャ ネル の 水平 方 向 の 配置 と 、 フ ィ ー ド 機能 
を 実行 する 要素 の 視覚 的 及び 接触 の 両方 の 良好 な アク セス 性 に より 、 再 装填 及び 誤動作 の 
解決 の 操作 が 容易 に な る こと で ある 。 

[0006] 

この 構造 の 1) つの 欠点 は 、 照 準 シ ステ ム が 銃身 の 上 部 に 配置 され る た め 、 そ れ ら を 部 分 
的 に ( 穴 照 門 及び 照 星 機械 的 照準 部 材 ) 又は 完全 に ( 標準 ピカ ティ ニー レー ル を 介し て 取 
り 付け られ る モジ ュー ルル 照準 部 材 ) 武器 の フィ ー ド カバ ー に 組み 込む 必要 が ある こと で あ 
る 。 そ の 結果 、 フ ィ ー ド カバ ー が 開閉 され る た びに それ を 再 配 置 す る こと に 関す る 不 確 実 
性 の た め 、 照準 点 と 発射 体 の 衝撃 点 と の アラ イメ ント の 特定 の 不正 確 さ が も た ら さ れる 。 
[0007] 

も う 1 つの 欠点 は 、 フ ィ ー ド カバ ー が 開 位置 に ある と き に 主 な 照準 光学 部 品 の 高 が 追加 
され る た め 、 特定 の 光学 部 材 ( 大 き な 拡 大 機能 を 備え る 長い スコ ー プ 、 光 増幅 器 、 暗 視 等 
) を 使用 で き な い こと で ある 。 実 際 、 長 い カ バー を 備え た トッ プ フ ィ ー ド 付き の 機関 銃 の 
場合 、 照 準 ス コー プ は カバ ー に 直接 取り 付け られ る 。 こ れ は カバ ー を 開く と 照準 スコ ー プ 
自体 も 傾斜 する た め 、 光 増幅 器 タ イプ の デバ イス を 前 方 に 移動 する 必要 が ある こと を 意味 
する 。 後者 は も は や 照準 スコ ー プ の 前 に 直接 取り 付け られ る の で は な く 、 さ ら に 前 方 に 取 
り 付 けら れ 、2 つの 光学 部 品 の 間 の 間隙 は 、 光 学 的 ( 光源 か ら の 反射 ) 及び 物理 的 ( 砂 、 
泥 等 に よる 汚染 ) の 両方 の 汚染 に と っ て 好ま し い 。 

[0008] 

限ら れ た 時 間 内 に 多数 の 弾薬 アイ テム が 発射 され た 後 、 銃 身 は 非常 に 加熱 する 。 長い カ 
バー に 光学 部 品 を 取り 付け る こと の も う 1 つの 欠点 は 、 カ バー を 開い た まま に する と 、 光 
学部 品 が 銃身 の 方 を 向く と いう こと で ある 。 こ の 場合 、 銃 身 か ら の 熱 は 光学 部 品 に 伝達 さ 
れ 、 光 学部 品 を か な り 劣 化 さ せる 可能 性 が あり 、 光 学部 品 は この よう な 高温 に 耐え る よう 
に 設計 され て いな い 。 こ れ を 回 避 す る た め に 、 銃 身 と 光学 部 品 の 間 に 熱 遮蔽 材 を 配置 する 
必要 が あり 、 こ れ に より 機関 銃 は より 重く な る 。 

[0009] 

一 部 の 機関 銃 ( ネ ゲ ブ I MI 機関 銃 な ど ) で は 、 フ ィ ー ド カバ ー の 長 さ を 最大 に 制限 す 
る 選択 が な され た 。 こ れ に より 、 フ レー ム の 後部 に 光学 部 品 を 取り 付け る こと で 上 記 の 欠 
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点 を 減ら すこ と が 可能 に な る が 、 そ れ は 武器 に 適合 する 光学 部 品 の 長 さ を か な り 制 約 す る 
。 実際 、 こ の 場合 、 光 学部 品 が フィ ー ド カバ パー の 上 を 通過 し て フィ ー ド カバ ー が 開放 され 
る こと を 許容 し な いよ うに する 必要 が ある 。 こ の 制限 は 、 複 数 の 光学 部 品 ( 従来 の 照準 部 
材 の 前 に ある 光 増 幅 器 等 ) の アラ イメ ント に も 適用 され 、 前 の 部 材 は 、 こ の 場合 、 カ バー 
に 取り 付け る 必要 が ある (これ は フィ ー ド カバ ー に 直接 取り 付け られ た 照準 部 材 の 制限 に 


関す る 上 記 の 欠点 に つなが る ) 、 又 は フィ ー ド カバ ー の 前 に 取り 付け る 必要 が あり 、 こ れ 
は それ を 2 つの 光学 デバ イス か ら か な り 離 す 。 
[0010] 


これ ら の 問題 を 回 避 す る た め に 、 一 部 の 武器 は 、 武 器 の 底部 (HK2 1 及び HK2 3, 
XM2 48 機関 銃 な ど ) 、 又 は 垂直 フィ ー ド チャ ネル を 備え る 武器 の 側面 (米国 7 . 9 2 
mm 軽 機関 銃 《 4 4 、 横 フィ ー ド 付き M6 0 ) の いずれ か に フィ ー ド 機能 を 配置 する こと 
に より 、 代 替 構 造 を 提供 し て いる 。 こ れ ら の 2 つ は 、 ベ ルト 交換 操作 と 誤動作 の 解決 に 関 
する 代わ り の 主要 な 欠点 を 提示 する 。 フ ィ ー ド が 底部 か ら 行 われ る と 、 ベ ルト 前 進 要素 と 
チャ ン バ へ の アク セス 性 が 非常 に 制限 され 、 こ れ に より 空 の チャ ン バ の 点検 作業 、 及 び フ 
ィ イード 又は 引出 し に 関連 する 問題 の 解決 が 複雑 に な る 。 

【0011】 

フィ ー ド が 垂直 フィ ー ド チャ ネル に 対し て 横 方 向 で ある 場合 、 直 面 す る 問題 は 主 に 新 し 
い 弾 薬 ベ ルト の 配置 に 関連 する 。 実際 に 、 後 者 は し ば し ば 、 オ ペレ ー タ が 武器 の カバ ー を 
閉じ る た め に 時 間 を と る 前 に 移動 し た り 、 落 下 し た りす る 傾向 さえ ある 。 こ れ ら の 様々 な 
欠点 は 、 再 装填 又は 誤動作 の 解決 の 操作 が 最悪 の 瞬間 ( 完全 な 交戦 中 、 逆 発射 の 下 ) に 発 
生 す る 可能 性 が 高く 、 多 か れ 少 な か れ 長 い 時 間 に わ た る 発射 力 の 損失 に 反映 され る た め 、 
非常 に 有害 で ある 。 

【0012】 

通常 、 機 関 銃 の フレ ー ム は 、 中 間 構 成 要 素 の 組み 立て に よっ て 製造 され る 。 そ の 目的 は 
、 様 々 な 部 品 を 組み 立て る 前 に 、 様 々 な 部 品 の 仕上 げ 加 工 を 正確 に 実行 で きる よう に する 
た めで ある 。 様々 な 構成 要素 は 、( フラ イス 加工 又は 旋 削 用 の ) 切削 工具 へ の アク セス を 
可能 に する 「 開口 」 形態 を 有する 。 機関 銃 の 場合 、 こ の 開口 は 通常 、 フ レー ム の 上 部 に 形 
成 さ れる 。 そ れ と いう の も 、 フ レー ム は 新しい ベル ト を 所 定 の 位置 に 配置 で きる よう に 取 
DAML AREER 74 -— KR WDN—-CHDNSE D5 CHS. 

[0013] 

機関 銃 と いう 観点 か ら 、 こ の タイ プ の アセ ン ブ リ は 鋼 の 使用 を 必要 と する 。 実 際 、 十 分 
な 了 剛性 を 保持 し 、 ア セン ブリ の 複数 個所 に お いて 脆弱 な 領域 を 避け る た め に 、 ヤ ング 率 と 
十分 な 降伏 強度 を 備え た 材料 が し ば し ば 必要 に な る 。 そ れ は 、 機 関 銃 が 他 の 武器 より も 大 
き な 火 力 を 維持 し な けれ ば な ら な いと いう 事実 に よっ て 増幅 され 、 こ れ は 、 武 器 の 温度 の 
上 昇 、 し た が っ て 材料 の 性 能 の 低下 を 意味 する 。 歴史 的 及び 経済 的 な 理由 か ら 、 こ の 用 
に 適し た 材料 は 常に 鋼 だ っ た 。 機関 銃 の フレ ー ム に 鋼 を 選択 する 主 な 結果 は 、 武 器 の 重 
の 大 幅 な 増加 で ある 。 こ の た め 、 機 関 銃 は 通常 、 歩 兵 ユ ニッ ト で 使用 され る 他 の 肩 撃ち 
武器 より も 重く 、 全 て の ユニ ッ ト の 機動 性 を 著しく 損 う 。 

[0014] 

YOU, 機関 銃 の 場合 、 リ ンク の 排出 は 一 般 に 、 運 動 中 の ベル ト の 動力 学 に よっ て 行わ 
NMS, ベル ト が その 前 進 機構 に よっ て 押さ れる と 、 そ の 薬 葵 か ら 解 放さ れ た リン ク が 排出 
窓 に 向かっ つて フレ ー ム の 外 へ 向け られ る 。 特に 、 最 後 の 薬 蘭 が フィ ー ド され る と 、 排 出さ 
れる べき 2 つの リン ク が 残る 。 最後 の 薬 著 の この 特定 の ケー ス に は 機構 は 提供 され て いな 
い 。 

【0015】 

この 動作 モー ド の 主 な リス ク は 、 ボ ルト 及び 薬 茜 の 通過 を 可能 に する フィ ー ド チャ ネル 
の 開口 部 を 介し て リン ク が フレ ー ム に 入る こと を 可能 に する こと で ある 。 リ ンク が フレ ー 
ム に 入る と 、 武 器 の 内 部 に 含ま れる 部 品 の 動き と メカ ニズム を ブロ ッ ク す る こと に より 、 
誤動作 を 引き 起こ し 得る 。 こ の リス ク は 、 機関 銃 の フィ ー ド チャ ネル が 水平 に 対し て 傾斜 
し て いる 場合 、 す な わ ち 重力 が リン ク を フィ ー ド チャ ネル の 開口 部 に 向け る こと が で きる 
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第 2 の 問題 は 、 最 後 の リ ンク が 一 般 に フィ ー ド チャ ネル 上 に 残り 、 兵 士 が 新しい ベル ト 
を 配置 する 前 に 通常 フィ ー ド チャ ネル を 「 清掃 」 し な けれ ば な ら ず 、 し た が っ て 関連 する 
時 間 の 損失 が ある こと で ある 。 

【0017】 

最後 に 、 従来 技術 の 機関 続 で は 、 カ バー が 開い て いる と き に フィ ー ド チャ ネル に ベル ト 
を ( 6 自由 度 に し た が っ て ) 完全 に 保持 する も の は な に も な い 。 機 関 銃 の 再 装填 は 、 多 く 
の 場合 、 ハ ンド ル に 手 を 付け て 実行 され 、 自 由 な 第 2 の 手 は カバ ー を 開け 、 次 に ベル ト を 
配置 し た 後 、 そ れ を 放し て カバ ー を 再び 閉め る 必要 が ある 。 こ の 装填 作業 は 、 発 射 の 準備 
が 整っ た 位置 に 弾薬 が な い 状 態 で 脆弱 な 姿勢 で 行わ れる た め 、 ス トレ ス 下 で 実行 され る こ 
と が 多い 。 こ の 作業 中 に 機関 銃 が 動か され 、 そ の フィ ー ド チャ ネル が 傾け られ る と 、 カ バ 
ー を 閉じ た 後に バン ド が 正しく 配置 され な い 可 能 性 が ある 。 その 後 、 装 填 作 業 に 続い て 誤 
動作 が 発生 する (発砲 は 開始 され な い ) 。 

[0018] 

要約 する と 、 従来 の 機関 銃 に は 以下 の 主 な 欠点 が ある : 

- 武器 の 上 部 に 配置 され た 可動 カバ ー は 、 照 準 ス コー プ な ど 固 定 さ れ た アク セ サ リ の 信 
頼 性 の 高い 位置 決め を 妨げ る: 

- ベル ト の 端 部 で 、 通 常 1 つ 又 は 複数 の リン ク が チャ ネル に 残り 、 通 常 、 射 手 は 再 装 填 
を 可能 に する 前 に これ ら の リン ク を 放出 する 必要 が ある : 

-ー リ ンク の 不 十分 な 放出 は 、 再 装填 機構 を ブロ ッ ク す る こと に よっ て 誤動作 を も た ら す 
可能 性 が ある : 
-ー ベ ルト の 位置 、 特 に 最後 の 薬 茨 の 位置 が 不正 確 で あり 、 し た が っ て 誤動作 を も た ら す 
可能 性 が ある : 

ー ベ ルト が 保持 され て いな いた め 、 ユ ー ザ は カバ ー が 閉じ られ る まで ベル ト を 保持 する 
必要 が あり 、 こ れ は 両手 を 使用 する 必要 が ある 。 

【 
【 
【 


発明 の 概要 】 

課題 を 解決 する た め の 手 段 】 

0019] 

本 発明 の 第 1 の 態様 は 、 弾 薬 ベ ルト 用 の フィ ー ド チャ ネル と フィ ー ド チャ ネル 用 の カバ 
ー と を 備え た 機関 銃 に 関し 、 カ バー の 閉 動 作 が フィ ー ド チャ ネル 内 の 弾薬 ベル ト の 長手 方 
向 位置 の 調整 を 引き 起こ す 。 

[0020] 

有利 な こと に 、 チ ャ ネル 内 の ベル ト の 長手 方 向 位置 の 調整 は 、 カ バー の 閉 動 作 中 に フィ 
ー ド チャ ネル 内 で ベル ト を 押す こと を 可能 に し 、 後 続 の 発射 サイ クル 中 に ベル ト の 通過 を 
可能 に する 要素 ( 逆 止 ラチ ェ ッ ト ) を 介し て 得 ら れる 。 

【0021】 

好ま し く は 、 逆 止 ラ チェ ッ ト は カバ ー に 組み 込ま れ 、 前 記 カ バー の 閉 動 作 は 、 第 1 OH 
薬 ア イ テ ム の 正確 な 調整 を 可能 に する よう に 、 前 記 フ ィ ー ド チャ ネル に 平行 な 成分 を 含む 
【0022】 
有利 な こと に 、 カ バー の 閉 動 作 の 平行 な 成分 は 、 フ ィ ー ド チャ ネル の 平面 に 対す る 割線 
で ある カバ ー の 回 転 還 に よっ て 得 ら れる 。 

[002 3] 

有利 な こと に 、 フ ィ ー ド チャ ネル 及び その カバ ー は 、 横 方 向 に 配置 
傾斜 され 、 カ バー の 開口 軸 は 本 質 的 に 垂直 で ある 。 

[0024] 

FELS, KAHA REAR, <O EME, BET 2 + HU MWAI 4 —7 
ェ ー ス を 備え 、 こ の イン ター フェ ー ス は 、 好 まし く は ピカ ティ ニー タイ プ の レー ル を 含む 
こと が で きる 。 
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[0025] 


或いは 、 逆 止 ラ チェ ッ ト を 作動 させ る 接続 ロッ ツ ド の シス テム が フレ ー ム 又は カバ ー に 組 
み 込 まれ 、 カ バー が 閉じ られ る と ベル ト を その 装填 位置 に 押す 。 こ の 場合 、 ラ チェ ッ ト を 
作動 させ る 1 つ 又 は 複数 の 接続 ロッ ド は 、 例 えば 、 フ レー ム か ら 又 は 閉鎖 に よっ て 作動 さ 


れる カバ ー か ら 延 びる ボタ ン 又 は レバ ー に よっ て 移動 する こと が で きる 。 
[0026] 


別 の 代替 形態 で は 、 カ バー 又は フレ ー ム の 内 面 上 で 突出 する 傾斜 面 は 相補 的 な 内 面 上 の 
可動 部 分 を 作動 させ 、 前 記 可 動 部 分 は 、 ベ ルト の 動き と 平行 な 動き を 有 し 、 そ の 位置 の 調 


整 を 可能 に する 。 
[0027] 


本 発明 の 第 2 の 態様 は 、 弾 薬 ベ ルト の 最後 の 2 つの リン ク を 排出 する た め の 機 構 を 含む 


弾薬 ベル ト に よっ て フィ ー ド され る 小 火器 用 の フィ ー ド 機構 に 関す る 。 
[0028] 


っ て 作動 され る 可動 ラチ ェ ッ ト を 備え る 。 
[0029] 


有利 な こと に 、 こ の 機構 は 、 最 後 か ら 2 番目 の リン ク を 押し て 、 機 関 銃 の 可動 部 分 に 


最後 の 2 つの リン ク を 排出 する た め の 可 動 ラ チェ ッ ト は 、 ベ ルト 牽引 機構 に 固定 され て 


いる こと が 好ま し い 。 
[0030] 


有利 な こと に 、 ベ ルト 牽引 機構 は 使 こ 弾 楽 ア イ テ ム を 押す 可動 ラチ ェ ッ ト を 備え 、 


弾薬 アイ テム を 押す 前 記 ラ チェ ッ ト ee つの リン ク を 排出 する た め の ラ チェ ッ ト 


は 、 機 関 銃 の 可動 部 分 の 移動 に よっ て 作動 され る 同一 レバ ー に よっ て 作動 され る 。 
{0031 ] 


最後 の 2 つの リン NE SN EN NN 


は 個別 に 作製 可能 で ある 。 好 まし く は 、 こ れ ら は 、 同 一 軸 の 周り を 回 転 し 且つ ば ね 又は 板 


ば ね な どの 弾性 部 品 を 介し て 固定 さ 人 つの 部 品 で ある 。 
[0032] 


或いは 、 ベ ルト 牽引 機構 は 、 使 用 中 に 薬 式 上 で 噛み 合う EU 最後 の 2 つの リ 


ee 第 2 の 星 状 体 を 備え る 。 好ま し 
< 


、2 つの 星 状 体 は 同一 軸 の 周り を 回 転 す る 。 有 利 な こと に 、2 つの 星 状 体 の 間 の 連結 


られ た トー ショ ン ば ね 又は ピン な どの 弾性 的 に 変形 で きる 要素 に よっ て 保証 され る 。 
[0033] 


a ベル ト の 前 進 星 状 体 及び 排出 星 状 体 を 通っ て 延び る 弾性 材料 (エラ スト マー) か ら 


作 


或いは 、 又 は ラチ ェ ッ ト 又は 最後 の 2 つの リン ee 
て 、 最 後 の 2 つの リン ク を 排出 する た め の 手 段 は 、 ば ね に 取り 付け られ て 、 最後 の リン ク 


を 押し て 排出 する 可 携 性 の 爪 を 備え る 。 
[0034] 


好ま し く は 、 可 携 性 の 払 は 、 そ の エネ ルギー が 最後 の リン ク を 排出 する た め に 使用 され 


に 取り 付け られ る 。 
[0035] 


有利 な こと に 、 リ ンク を 排出 する た め Sa ula auras . UY 2 DE 
アイ テム に 連結 され て いな いと き に 限り この リン ク と 接触 する よう に 進入 する 。 こ の た 


S 器 


、 例 えば 、 爪 は 、 弾 薬 ア イ テ ム が 存在 する 場合 、 RE a 


( すなわち ベル ト の 端 部 で ) 極端 な 位置 を 占め る 逆 止 ラチ ェ ッ ト に よっ て 、 中 間 位 置 
持 さ れる 。 
[0036] 


に 保 


好ま し く は 、 可 携 性 の 爪 は 、 フ ィ ー ド チャ ネル 内 に リン ク 及 び 弾 薬 ア イ テ ム を 保持 する 


た め の フ ラッ プ に 弾性 的 に 連結 され て いる 
【0037】 
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る こと を 示す イン ジ ケ ー タ に 連結 され て いる 。 
[0038] 
本 発明 の 第 3 の 態様 は 、 弾 薬 ベ ルト O EF SE, HA UT HRA VA KAT 


と 、 側 面 の 上 縁 に 位置 付け られ た ベル ト 用 の 1 つ 又 は 複数 の 保持 面 と を 備え る フィ ー ド チ 
ャ ネル を 備え る 機関 銃 に 関し 、 前 記 保 持 面 は 指 動 面 に 面 し 、 前 記 保 持 面 は 弾薬 ベル ト の 導 
入 を 可能 に する よう に 開か れ て いる 。 

[0039] 


有利 な こと に 、1 つ 又 は 複数 の 保持 面 の 少な く と も 1 つ は 後退 可能 で あり 、 弾 薬 ベ ルト 


の 位置 決め を 容易 に する よう に 、 側 面 の 少な く と も 1 つの 上 緑 を 自由 縁 の まま に する 。 
【0040】 

或いは 、1 つ 又 は 複数 の 保持 面 は 細く て 弾力 性 が あり 、 ベ ルト の 「 ALES) 導入 を 可 
能 に する 。 

[0041 


] 
好ま し く は 、 ベ ルト の 1 つ 又 は 複数 の 保持 面 は 、 フィ イー ド チ ャ ネル の 側面 の 上 緑 に 沿っ 
と < ラン ナー に 属し 、 こ れ ら の ラン ナー の 少な く と も 1 つ は 後退 可能 で ある 。 


有利 な こと に 、 後退 可 能 な 1 つ 又 は 複数 の ラン ナー は 、 弾 性 手段 に よっ て フィ ー ド チャ 
ネル の 側面 に 沿っ て 保持 され る 。 

[0043] 

好ま し く は 、 和 後退 可能 な 1 つ 又 は 複数 の ラン ナー は 、 ラ ン ナ ー の 傾斜 面 に 対し て 弾薬 べ 
ルト を 単に 押し 付け る こと に よっ て 弾薬 ベル ト を 所 定位 置 に 置く こと を 可能 に する 傾斜 上 
面 を 有する 。 
[0044] 
有利 な こと に 、 後 退 可 能 な 1 つ 又 は 複数 の ラン ナー は 、 弾 薬 ベ ルト を ひね る こと に よっ 
て 弾薬 ベル ト を 取り 出す こと を 可能 に する 面取り を フィ ー ド チャ ネル へ の ベル ト の 入口 に 
対応 する 部 分 に 有する 。 

【0045】 

本 発明 の 第 4 の 態様 は 、 本 質 的 に 管状 の 形状 を 有する フレ ー ム 本 体 を 備え る 小 火器 に 関 
する 。 

[0046] 

有利 な こと に 、 小 火器 は 、 横 方 向 に 配置 され 、 垂 直 に 対し て 外側 に 傾斜 し 、 カ バー の 開 
口 軸 が 本 質 的 に 垂直 で ある 、 フ ィ ー ド チャ ネル と カバ ー と を 備え る 。 

[0047] 

好ま し く は 、 本 発明 に よる 小 火 器 は 、 そ の 上 面 に 、 固 定 ア クセ サリ 組み 付け イン ター フ 
ェ ー ス を 備え 、 こ の イン ター フェ ー ス は 、 好 まし く は ピカ ティ ニー タイ プ の レー ル を 備え 
る こと が 可能 で ある 。 

【0048】 
本 発明 の 全て の これ ら の 態様 は 相互 に 並び 立つ こと が で き 、 そ の 全て が 、 最 後 の 弾 薬 ア 
イ テ ム が 発射 され る と き に フィ ー ド チャ ネル を 空 に する こと に よっ て 、 カ バー が 開放 され 
る と き に チャ ネル 内 に ベル ト を 保持 する こと に よっ て 、 カ バー が 閉鎖 され る と き に ベル ト 
を 正確 に 位置 決め する こと に よっ て 、 及 び フ ィ ー ド を 横 方 向 に 配置 する こと に よっ て 、 フ 
ィ イード チャ ネル 内 の ベル ト の 簡単 な 配置 の 達成 に 寄与 する こと に 留意 され た い 。 

( 図面 の 簡単 な 説明 】 

[0049] 

【 図 1 】 本 発明 に よる 機関 銃 の 側面 図 を 示す 。 

[l 図 2 】 本 発明 に よる フィ ー ド チャ ネル の 例 の 斜視 図 を 示し 、 カ バー は 開放 され 、 弾 薬 ベ 
ルト は 定位 置 に ある 。 
【 図 3 】 本 発明 に よる フィ ー ド チャ ネル の 例 の 斜視 図 を 示し 、 カ バー は 開放 され 、 弾 薬 べ 
ルト は な い 。 
【 図 4 】 本 発明 に よる デバ イス の 断面 図 を 示し 、 カ バー は 部 分 的 に 閉鎖 され て いる 。 
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[ 図 5 】 図 4 の デバ イス の 断面 図 を 示し 、 カ バー は 閉鎖 され て いる 

【 図 6 - 8 】 本 発明 の 機関 銃 の 発射 サイ クル 及び 再 装填 サイ クル の 間 の 図 4 の デバ イス の 
断面 図 を 示す 。 

[ 加 9 -12 】 本 発明 の 機関 銃 の 弾薬 ベル ト の 最後 の 薬 蘭 の 発射 サイ クル の 間 の 図 4 の デ 
バイ ス の 断面 図 を 示す 。 
【 図 1 3 】 本 発明 に よる ベル ト 保持 手 段 を 備え る フィ ー ド チャ ネル の 端 に 沿っ た 図 を 示す 


【 図 1 4 】 本 発明 の 例 に よる ベル ト を 前 進 さ せる た め の 及 び 最 後 の リ ンク を 排出 する た め 
の 爪 を 示す 。 

[ 図 1 5 】 本 発明 に よる 機関 銃 フ レー ム の 例 を 示す 。 

【 図 1 6 】 本 発明 に よる フィ ー ド チャ ネル の 分 解 図 を 示す 。 

[ 図 1 7 】 本 発明 に よる フィ ー ド チャ ネル カバ ー の 分 解 図 を 示す 。 

【 8 

【 9 
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図 1 8 】 ベ ルト 再 位置 決め 手段 を 備え る フィ ー ド チャ ネル の 別 の 例 の 斜視 図 を 示す 。 
図 1 】 図 1 8 の チャ ネル の 分 解 図 を 示す 。 

図 2 0 -2 1 】 M18 及び 1 9 の チャ ネル を 備え る デバ イス の 断面 図 を 示し 、 カ バー の 
閉鎖 に よっ て 引き 起こ され る 動き を 示し て いる 

【 発明 を 実施 する た め の 形 態 】 

【0050】 

本 記載 は 、 本 発明 の 全て の 態様 を 実装 する 武器 の 例 を 本 質 的 に 記載 する 。 当 業者 は 、 本 
発明 の 様々 な 熊 様 が 、 別 々 に 使用 可能 で ある が 、 こ の 例 及 び 記 載 さ れ た いく つか の 変形 例 
に 照ら し て 明らか に 現れ る 相乗 効果 を 有する こと を 容易 に 理解 する で あろ う 
【0051】 

本 記載 に お いて 、「 最後 の 弾薬 アイ テム 」 は ベル ト の 端 部 に ある も の 、 適 切な 位置 に あ 
る も の 、 又 は フィ ー ド され る 準備 が で き て いる も の で ある 。 当然 の こと な が ら 、 リ ンク も 
同様 に 名 付け られ る 。 

【0052】 

人 関す る 場合 、 ベ ルト 

フィ ー ド 変位 の 方 向 に 関し 、 し た が っ て 銃身 は 長手 方 向 の 武器 の フィ ー ド 方 向 に 対し て 横 


方 向 に 

[0053] 

図 1 は 、 本 発明 に よる 機関 銃 の 例 を 示す 。 こ の 機関 銃 は 横 方 向 の フィ ー ド を 有 し 、 フ レ 
ー ム 本 体 2 2 の 上 部 に お いて 連続 的 で あり 且つ 固定 され る ピカ ティ ニー タイ プ の レー ル 2 


1 の 使用 を 可能 に する 。 上 部 と は 、 武 器 を 通常 の 位置 で 使用 する 場合 の 上 部 を 意味 する 。 

も ちろ ん 、 他 の タイ プ の アク セ サ リ 取り 付け イン ター フェ ー ス を 使用 する こと も で きる 。 
[0054] 

加 2 は 弾薬 ベル ト 5 が 配置 され 、 カ バー2 が 開い た 状態 の フィ ー ド チャ ネル の 斜視 図 を 
示す 。 こ の カバ ー は 、 フ レー ム 2 2 上 の 対応 する 手段 と 協 働 す る 閉鎖 手段 1 9 を 含む 。 


[0055] 

図 3 は 、 弾 薬 ベ ルト 5 の な い 同 じ チ ャ ネル を 示し 、 こ れ は ラチ ェ ッ ト 1 5 及び 1 4 を 区 
別 す る こと を 可能 に し 、 そ れ ら は それ ぞ れ 最後 か ら 2 番 目 の 弾 薬 ア イ テ ム の 前 部 、 及 び 最 
後 か ら 2 番目 の リン ク の 中 央 部 1 0 を 押す 。 こ れ ら の ラチ ェ ッ ト 1 4 、1 5 は 、 弾 薬 ベ ル 
ト 5 の 白 動 面 3 か ら 突 出す る 。 a ais に 、 ラ チェ ッ ト 1 4 の 中 央 位置 に より 、 
最後 の リン ク を 排出 する こと が 可能 に な る 。 

【0056】 

フィ ー ド チャ ネル の 摺 動 面 3 、 及 び カ バー2 の 対応 する 面 は 4 5 ° 傾斜 し て いる が 、 こ 
れ ら 2 つの アセ ン ブ リ の 共通 軸 4 は 垂直 で ある こと が これ ら の 図 か ら 分 か る 。 弾薬 アイ テ 
ム の 摺 動 面 に 対す る カバ ー の 回 転 軸 の この 割線 の 配置 に より 、 カ バー は 、 閉 鎖 中 、 弾 薬 ア 


イ テ ム 1 8 の 白 動 運動 に 平行 な 運動 成分 を 有する こと が 可能 に な る 。 
[0057] 
この 水平 成分 は 逆 止 ラチ ェ ッ ト 1 2 が 最後 か ら 2 番目 の 弾薬 アイ テム ( 又は ここ で は 最 
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後 か ら 2 番目 の リン ク の 中 央 部 ) を 押す こと を 可能 に する 。 こ の 位置 の 動き は 、 図 4 及び 


5 の 断面 に より 詳し く 示 され て いる 。 
{005 8} 
M4 中 、 カ バー は まだ 閉じ られ て お ら ず 、 ベ ルト は ベル ト 前進 ラ チェ ッ ト 16 、1 5 に 


載 の つて いる 。 そ れ ら の 軸 の 周り を 自由 に 回 転 す る これ ら の ラチ ェ ッ ト 1 5 、1 6 は 、 ベ ル 
ト 5 TERK MANU SOE KTR O, 特に 、 図 4 は 最後 の 弾薬 アイ テム の 極端 に 低い 
位置 を 示す ( すなわち 、 弾 薬 ア イ テ ム は 「 所 定 の 位置 」 に な く 、 フ ィ ー ド チャ ネル の 開口 
部 の 中 央 に 位置 付け られ て いる ) 。 最後 に 、 前 進 ラ チェ ッ ト の 位置 は ボル ト 1 7 と 可動 部 
の 位置 に 依存 し 、 こ れ は 、 特 に 銃 尾 が 開い た 状態 で 動作 する 武器 の 場合 、 ベ ルト の 配置 に 
お いて 明確 で は な く : ボル ト 1 7 は 前 方 位置 に あり 得 、 チ ャ ン バ は 空 で あり ロッ ク さ れる 
又は ボル ト 1 7 は 後方 位置 に あり 、 チ ャ ン バ は 空 で ある 。 場合 に 応じ て ( 及び ベル ト EEK 
動機 構 に 応じ て ) 、 前 進 ラ チェ ッ ト 1 5 、16 は 異な る 位置 に ある 。 
[0059] 

カバ ー を 閉じ た 後 、 最 後 か ら 2 番目 の 弾薬 アイ テム に 対す る 逆 止 ラチ ェ ッ ト 1 2 の 圧力 


に より 、 ベ ルト 5 を 正確 に 再 配 置 す る こと が 可能 に な っ た こと が 図 5 か ら 分 か る 。 
[0060] 
ベル ト の 再 配 置 は 他 の 方 法 で も 達成 可能 で あり 、 


主 な こと は 、 カ バー の 閉 動 作 に より 、 
ベル ト の 摺 動 に 平行 な ベル ト の 再 調整 動作 を 引き 起こ すこ と が で きる こと で ある こと に 留 
意 さ れ た い 。 

[0061] 

その よう な 代替 例 は 、 図 1 8 ~2 1 に 水平 フィ イー ド チ ャ ネル 1 0 0 に つい て 示さ れ て い 
る 。 こ の 例 で は 、 ベ ルト 5 は 水平 面 1 0 2 上 を 摺 動 し 、 カ バー107 を 閉じ る こと に より 
作動 され る 逆 止 ラチ ェ ッ ト 1 0 1 に より 正確 に 位置 決め され る 。 こ の た め に 、 逆 止 ラ チェ 
ッ ト 101 は 、 カ バー107 の 対応 する 傾斜 面 106 と 協 働 する 傾斜 面 105 を 含む お 指 動 
ブロ ッ ク 1 0 3 に 固定 され る 。 
【0062】 
全て の 場合 に お いて 、 ベ ルト Bite BE 
ラチ ェ ッ ト 1 01 、12 を 無効 に し て 、 
に フィ ー ド する こと が 可能 で ある 。 
[0063] 
M2 ~1 2 の フィ ー ド の 横 方 向 位 置 決 め 、 並 びに カバ ー2 及び 垂直 軸 上 の フィ ー ド チャ 
ネル の 開放 方 向 は 、 フ レー ム の 上 面 を 解放 する こと も 可能 に し 、 及 び 固 定 さ れ た レー ル 2 
1 が 本 質 的 に 管状 の フレ ー ム 本 体 2 2 上 に 固定 され る こと を 可能 に する 。 

[0064] 

71—-F Fr LORS D 45° 


に よっ て 引き 起こ され る ベル ト の 移動 中 に 、 逆 正 
連続 し た 弾薬 アイ テム 1 8 を 通常 の フィ ー ド 方向 


の 傾斜 は 、 カ バー の 垂直 回 転 軸 4 と 組み 合わ せ て 

弾薬 アイ テム を 所 定 の 位置 に 調整 する こと を 可能 に する と いう 前 述 の 利点 を 呈す る 。 さ 
ら に 、 こ の 傾斜 は 、 武 器 を 垂直 に 保つ こと に よっ て (これ は 垂直 フィ イー ド チ ャ ネル を 有 す 
る 武器 で は 不可 能 で ある ) 、 又 は 武器 を 45" だ け 傾 け て チャ ネル を 水平 に 置く こと に よ 
っ て 、 ベ ルト を 前 進 ラ チェ ッ ト 1 4 、1 5 、16 に 引っ 掛け る こと に より 、 ベ ルト の 位置 


付け を 促す こと を 可能 に する 。 も ちろ ん 、 


摺 動 面 3 の 水平 成分 が 武器 を 傾け る こと 
安定 し て 配置 する こと を 可能 に する の に 
で ある 。 合 理 的 な 傾斜 角 は 、 
【0065】 
図 5 て 8 は 、 本 発明 の 例 の フィ ー ド シ 
は いわ ゆる 「 開放 銃 尾 」 サイ クル 、 つ ま 
位置 に あり 、 
イク ル は 次 の と お り で ある : 
これ に より 通路 に 、 
前 方 移動 の 最後 に 、 


引き 金 を トト 


20-70 


な く ベ ルト を 前 進 ラ チェ ッ ト 1 
十分 で ある こと を 条件 と し て 、 
の 間 、 


ステ ム の 動作 を 示し て いる 。 こ 
り 、 発 射 時 を 除き 、 ボ ルト 1 7 


KASTA E y 


横 方 向 の 高 が 十分 に 制限 され て いる こと 、 


好ま し く は 3 0 ~6 0° 


及び 
A. DS &. À 6 UE 
他 の 傾斜 角 が 可能 
の 間 で ある 。 


の 例 で は 、 機 関 銃 
と 可動 部 品 が 後方 


チャ ン バ が 開い て 空 で ある デバ イス に し た が っ て 動作 する 。 発射 の 完全 な サ 
可動 部 品 と ボル ト 1 7 が 解放 され 
スナ ッ グ 2 0 を 介し て 弾薬 アイ テム 1 8 が チャ ン バ に 導入 され る 。 
ボル ト は 銃身 の チャ ン バ の 後ろ の ロッ クリ ング に ロッ ク さ れる 。 


この 
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前 方 へ の 移動 は 、 可 動 部 品 の 後方 へ の 戻り 移動 中 に 圧縮 され た 反 
る 。 次 に 弾薬 アイ テム が 撃た れ 、 ee ee 
縮 す る こと に よっ て 可動 部 品 を 後方 に 戻す こと が 可能 に な る 。 
[0066] 

最後 の 弾薬 アイ テム を 発射 し た 後 、 ベ ルト の 端 部 で 、 引 き 金 が 
可動 部 分 は 最後 の 前 方 へ の 移動 を 実行 し 、 武 器 は 銃 尾 が 閉じ ら 
こ 戻 され る 。 し た が っ て 、 弾 薬 ベ ルト を 配置 する 前 又は 後に ユー 
か どう か に 応じ て 、 可 動 部 品 は 前 方 又は 後方 位置 に ある 。 
[0067] 


所 定位 置 に ある 弾薬 アイ テム の 後ろ に 配置 され た ボル ト 1 7 OZ 
ト 前 進 ラ チェ ッ ト 1 4 、1 5 、16 は 最後 か ら 2 番目 の 弾薬 アイ 
あり 、 ベ ルト は 逆 止 ラチ ェ ッ ト 1 2 の 上 に あり 、 保 持 フ ラッ プ 1 
ee ee ee ee 
され る 準備 が で きた 状態 に 保持 する 。 HH] 3 は 最後 か ら 2 # 


BS lk, 待機 位 置 に ある 武器 、 後 方 に 向かう 可動 部 品 、 所 定位 置 


動 ば ね に よっ て 誘導 され 
され る と 、 反 動 ば ね を 圧 


一 般 的 に 押さ れ た まま で 
れ 、 チ ャ ン バ が 空 の 状態 
ザ が 機構 を リロ ー ド する 


に ある 弾薬 アイ テム 、 
ナッ グ 2 0 を 示す 。 ベル 
テム の 後ろ の 低い 位置 に 
1 は リン ク に 支持 され 、 
ト 1 7 に よっ て フィ ー ド 
目 の リ ンク の 前 側 部 9 を 


押す 。 
【0068】 

発射 が トリ ガー され る と 、 最後 の 弾薬 アイ テム は ボル ト 1 7 の 
ャ ン バ に 押し 込ま れる 。 こ の 移動 に より 、 弾 薬 ア イ テ ム が 完全 に 
すぐ に 、 前 進 ラ チエ ェ エット 1 4、15、16 が 前 進 し 始め る 。 
[0069] 
次 に 、 図 6 に 示す よう に 、 可 動 部 品 の 前 方 へ の 移動 に より 、 前 
1 6 が ベル ト 5 を 新しい 所 定位 置 に 押す 。 図 7 で は 、 最 後 の リ ン 
っ て 排出 され 、 リ ンク と 次 の 弾薬 アイ テム に よっ て 押さ れる 。 排 
番目 の リン ク の 側 部 9 上 を 移動 し て 押し て いる が 、 こ の 最後 か ら 
ら 2 番目 の 弾薬 アイ テム に 連結 され て お り 、 排 出さ れ な い 。 ae 
Mik, 実際 に は 、 ベ ルト の 最後 の 2 つの リン ク が 排出 され た と 
可動 部 品 の 反動 運動 に お ける 前 進 ラチ ェ ッ ト 1 4 15.16 
。 この 動き の 間 、 ベ ルト 5 は 送 止 ラチ ェ ッ ト 1 2 に よっ て 所 定 の 
クル の 終わ り に 、 図 5 の 状況 が 回 復 す る 。 
[0070] 
図 9 て 1 2 は 、 最後 の 弾薬 アイ テム が 発射 され た と き の 、 最 後 
示し て いる 。 図 9 で は 、 サ イク ル の 開始 時 に 、 最 後 の 痢 薬 アイ テ 
最後 の リン ク の 中 央 部 1 0 が 逆 止 ラチ ェ ッ ト 1 2 上 に 載っ つて いる 
進 ラ チェ ッ ト 1 5 及び 1 6 は も は や 弾薬 アイ テム の 上 に 載 れ ず 、 
すこ と が で き な い こと に 留意 され た い 。 中 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 だ け 
ク の 中 央 部 1 0 に 依然 と し て 面 し て お り 、 こ れ は サイ クル の 開始 
こ 載 の つて いる 。 図 1 0 で は 、 弾 薬 ア イ テ ム が チャ ン バ に 装填 さ 
【0071】 
次 に 、 中 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 は 、 最 後 か ら 2 番目 の リン ク を 図 1 
で は 、 拡 大 図 が イン サー ト と し て 示さ れ 、 イ ン サ ー ト 中 、 最 後 
リン クイ ジェ クタ 1 3 、 及び 指 動 面 3 が 示さ れ て いる 。 こ の イン 
番目 の リン ク の 前 側 部 9 に イジ ェ ク タ 1 3 に よっ て 加え られ る カ 
は 、 リ ンク の 表面 に 垂直 な 力 F 。 と 接線 方 向 の カ Ft に 分 解 さ れ 
と 、 接 線 方 向 の カ F , は 静止 摩擦 関 値 を 超え る が 、 垂直 カ F 。 は 
で ある 。 こ の 時 点 で 、 リ ンク は 突然 排出 され 、 そ の 前 の リン ク を 
ÉSO OUT 2 à 

最後 に 、 最 後 の リ ンク が 排出 され る と 、 爪 1 3 は 弾薬 アイ テム に 
め 、 弾 薬 ベ ルト が 存在 する サイ クル 中 に 決し て 占有 し な い 極 端 な 


_E 


スナ ッ グ 2 0 に よっ て チ 
リン ク か ら 分 離さ れる と 


進 ラ チェ ッ ト 1 4 、1 5 
ク が ベル ト の 移動 に よ 
出 爪 1 3 は 、 最 後 か ら 2 
2 番目 の リン ク は 最後 か 
分 か る よう に 、 こ の 排出 
き に の み 動 作 す る 。 図 8 は 
の 戻り 運動 を 示し て いる 
位置 に 保持 され る 。 サイ 


の 2 つの リン ク の 排出 を 
ム が 所 定 の 位置 に あり 、 
。 こ の 段階 で 、 横 方 向 前 
ベル ト の 残り の 部 分 を 押 
が 最後 か ら 2 番目 の リン 
時 に 、 逆 止 ラ チェ ッ ト 1 
れる 。 


1 の 位置 まで 押す 。 
か ら 2 番目 の リン ク 
サー ト は 、 最後 か 
F を 示し て いる 。 こ 
8, 特定 の 位置 を 超 
実質 的 に 摺 動 面 3 と 
押す 。 


Ho SO 
dL Gt ES 


も は や 載ら ず 、 こ の た 
位置 を 占め る 。 極端 な 位 


置 へ の この 動き は 、 ベ ルト の 不 存在 に 関す る 指示 を 与え る ベル ト 


イン ジ ケ ー タ を 移動 する 
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た め に 活用 する こと が で きる 。 
[0078] 
図 2 は 、 フ ィ ー ド チャ ネル の 側面 8 、2 3 の 上 縁 を 覆う 保持 ラン ナー6 、7 を 示す 。 図 


1 3 は 、 弾 薬 ア イ テ ム が 所 定 の 位置 に ある 状態 の フィ ー ド チャ ネル の 断面 を 示し て いる 。 
この 図 で は 、 前 方 ラン ナー6 と 後方 ラン ナー7 が 区 別 さ れ て お り 、 ベ ルト の 指 動 面 3 に 面 
する 表面 2 5 、2 9 を 介し て 弾薬 アイ テム 1 8 を フィ ー ド チャ ネル に 保持 し て いる 
[0074] 


これ ら の ラン ナー6 、7 は 、 ば ね 2 4 に よっ て 保持 位置 に 保持 され る 。 こ れ ら の ば ね は 
、2 つの ラン ナー を 引き 離す こと に より ベル ト を 導入 する こと を 可能 に する 。 こ の 引き 離 
し は 、 ラ ン ナ ー の 上 面 の 傾斜 面 2 7 、2 8 に よっ て 有利 に 得 ら れ 、 ma ベル ト を ラン 


こ < 押し 付け る だ け で 引き 離し は 得 ら れる 。 ベル ト を 導入 する た め に 単 一 の ラン ナー が 
可動 で ある こと が 十分 で あろ うこ と に 留意 され た い 。 ee ee oe 
軟 性 が 低く な る だ ろう ( 事前 定義 さ れ た 方 向 に し た が っ て 導入 する 必要 が ある ) 。 
[0075] 


或いは 、 後退 可能 ラン ナー6 、7 は 、 フ ィ ー ド チャ ネル の 側面 2 3 、8 、 い ずれ か の こ 
れ ら の 表面 又は ベル ト の 「 力 に よっ て 」 配置 を 可能 に する の に 十分 に 可 携 性 で ある フィ ー 
ド チ ャ ネル の 壁 ( の 形成 部 分 さえ ) に 直接 固定 され た 摺 動 面 3 に 面 す る 保持 面 に よっ て 置 
き 換 える こと が で きる 。 

[0076] 

これ ら の 保持 手段 の 利点 は 、 ベ ルト が チャ ネル か ら 落下 する こと な く 武 器 の 向き と は 無 
関係 に 、 ベ ルト を 配置 する こと 又は フィ ー ド チャ ネル の カバ ー2 を 開く こと を 可能 に する 
こと で ある 5 
[0077] 

図 1 3 に お いて 後方 ラン ナー7 の 緑 部 に 面取り 2 6 が ある こと が 注目 され る 。 こ の 面 取 
り は 最後 の 弾薬 アイ テム に RN 面取り に よる 後方 ラン ナー7 を 後方 に 押す 

フィ ー ド チャ ネル へ の ベル ト の 入口 に 対応 する 弾薬 アイ テム の 後部 の ひね り 運 動 又 は 上 昇 

A ee の 

[0078] 

図 1 4 ~17 は 、 先 行 す る 図 で 隠れ て いる 可能 性 の ある 部 品 を 明確 に する た め に 、 様 々 

な 別個 の 要素 を 斜視 図 で 示し て いる 。 

【0079】 

図 1 4 は 、 ベ ルト 駆動 仏 を 示す 。 こ の 爪 は 3 つの ラチ ェ ッ ト 1 4 、1 5 、1 6 を 有する 

。2 つの 側 方 ラチ ェ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 最 後 か ら 3 番 目 の リ ンク の 前 側 部 9 の 前 又は 後 で 、 
最後 か ら 2 番目 の 弾薬 アイ テム に 直接 支持 され る 。 ラ チェ ッ ト 1 4 は 、 そ の 一 部 に 関し て 
最後 か ら 2 番目 の リン ク の 中 央 部 1 0 を 押す 。 

[0080] 

これ ら の 3 つの ラチ ェ エット 1 4 、1 5、16 は 固定 で あっ て も よく 、 又 は 、 好 まし く は 
i 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 は 、 例 えば トー ショ ン ば ね を 介し て 他 の 2 つの ラチ ェ ッ ト に 弾性 的 
こ 連 結 さ れる 。 実 際 、 弾 薬 ア イ テ ム の 間 に は 、 中 央 ラチ ェ ッ ト よ り も 側 方 ラチェット 1 5 

1 6 の た め の よ り 大 き な 動 き の 振 幅 を 許容 する スペ ー ス が あり 、 中 央 ラチ ェ ッ ト は 連続 
する リン ク を 連結 する 表面 に よっ つて ブロ ッ ク さ れ て いる 。 こ の た め 、 中 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 
に よっ て 提供 され る 支持 は 、 信 頼 性 の 低い 支持 を 提供 し 、 側 方 ラチ ェ ッ ト が 最適 な 位置 を 
と る こと を 潜在 的 に 妨げ る 。 中 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 を 分 離す る と 、 側 方 ラチ ェ ッ ト 1 5 、1 
6 の 最適 な 動き の 振幅 が 可能 に な る 。 

[0081] 

最後 の リン ク を 排出 する と 、 中 央 ラチ ェ ッ ト 1 4 は 連続 する リン ク を 連結 する 表面 に よ 
っ て も は や ブロ ッ ク さ れず 、 よ り 信 頼 性 の 高い 支持 面 を と る こと が で きる 。 こ の 時 点 に 
いて も 、 上 述 の り の よう に 、 側 方 ラテ チェッ ト 15、16 は 弾薬 アイ テム の 上 に 載ら な いた め 、 
ベル ト の 移動 に は 関与 し な い 。 

[0082] 
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図 1 5 は 、 


より も 優れ た 剛性 、 


か る よう に 、 


ル 2 1 の 固定 が 可能 に な る 。 à 
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管状 フレ ー ム 本 体 2 2 を 示す 。 こ の 閉じ た 形状 に より 、 開 いた プロ ファ イル 


特に より 優れ た ね じ れ 抵 抗 性 を 得る こと が 可能 に な る 。 こ の 図 か ら 分 


フィ ー ド チャ ネル の 横 方 向 の 位置 決め に より 、 固 定 さ れ た ピカ ティ ニー レー 


さら に 、 ベ ルト 前進 機構 を カバ ー で は な く フ レー ム 側 に 位置 


付け る と 、 短 い 長 さ の 側面 の 開口 が 可能 に な り 、 こ れ に より アセ ン ブ リ の 機械 的 特性 が さ 


ら に 向上 する 
[0088] 


o 


図 1 6 は フィ イー ド チ ャ ネル の 分 解 図 を 示す 。 ラ ン ナ ー6 、7 の 2 つの 保持 ば ね 2 4 が こ 


こ で 区 別 さ れ て いる 。 
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